
学校図書館を活用した
授業づくりと読書活動

第57回 大阪府・大阪市合同学校図書館研究集会

若江小学校 山中倫子

学校図書館を活用した授業づくりと読書活動



本日の流れ

１.学校紹介

２.本校の取組み

①授業づくり

②読書活動

３.成果と課題



若江小学校 学校紹介

• 児童数 ４８７名、 ２３学級（支援学級７学級）

• 教育目標「すべての子どもに生きる喜びと明日をつくる力を」

• 明治7年創立 昨年度１５０周年



R5年度末の課題

生活習慣・学習習慣

基礎基本の読み書き計算

言葉の理解

書くなどの表現

身についていない児童が多い。

できている学年もあるが、

全体的に定着させていく必要あり。

言葉を知らない。

自分の考えを書くことや、条件に沿っ

て書くことに課題。

児童同士のトラブル

相手の気持ちを考えるのが難しい。

自分の思いを伝えるのが難しい。

家での読書習慣

全国・東大阪市より低い。

学校での取組みが大切！！！
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研究の流れ

R6年度 大阪府教育庁スクール・エンパワーメント事業
学校図書館を充実・活用するためのモデル校

R7年度 大阪府教育庁スクール・エンパワーメント事業
言語能力をはぐくむモデル校



今年度

【研究テーマ】
主体的・協働的に学び、自分の考えを深め、表現できる子どもの育成

～学校教育活動を通して～

◆国語科を要とした各教科等をはじめ、
学校教育全体で言語活動の充実を図り、
言語能力をはぐくむ。
★学校図書館を充実・活用するとともに、
読書活動を推進。

授業

読書活動

【SE事業でのミッション？】



授業づくり イメージ図



≪思考力・判断力・表現力等の育成≫
・秋の自然と関わる活動を通して、秋の特徴やそ
のほかの季節との違いを見つけたり、遊びや遊び
に使う物を工夫してつくったりすることができる。

≪学びに向かう力・人間性等≫
・秋の自然と関わる活動を通して、季節の変化に
関心をもち、それらを取り入れて自分の生活を楽
しくしようとしたり、みんなと楽しみながら遊び
を創り出そうとしたりしようとしている。

≪言語活動の設定≫
・どんぐり手帳をつくり、交流する
・おもちゃランドを紹介する発表資料作成

１年 生活「あきとなかよし」



１年 生活「あきとなかよし」

図書資料の活用
「本の中から秋をみつけよう」

図書資料の活用
「どんぐり名探偵のしらべノート」



2年 国語「たんぽぽ」

≪思考力・判断力・表現力等の育成≫
第１次【読むこと】
・つくりが説明されている順序などを考
えながら、内容の大体を捉える。

第２次【書くこと】
・花の資料などから書くことを見付け，
必要な事柄を集めたり確かめたりして，
伝えたいことを明確にする。

≪言語活動≫
お花クイズの作成と交流 「読む」と「書く」を関連

付けた言語活動



みんなにも自分たちで調べたことを知ってもらう
クイズを作ろう（目的意識・相手意識）

図書資料の活用
ひみつカードに
お花の情報収集

ICTを活用した
まとめ活動

（整理・まとめ）
クイズが成り立っているかチェック

（自分の言葉を読み直す） クイズの発表（表現）



3年 国語「心が動いたことを詩で表そう」

≪思考力・判断力・表現力等の育成≫
【読むこと】

・文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人
一人の感じ方などに違いがあることに気づくことができ
る。

↓【読む】から【書く】 ↑【書く】から【読む】
【書くこと】

・相手や目的を意識して経験したことや想像したことな
どから書くことを選び、集めた材料を比較したり分類し
たりして、伝えたいことを明確にすることができる。

≪言語活動の設定≫
・詩を選び、選んだ理由を伝え合う。
・詩をかき、良さを伝え合う。

「読む」と「書く」
を関連づけた
言語活動



詩を書く（目的意識）

考えの交流 作った詩の発表

ICTを活用した
まとめ活動

（整理・まとめ）

紹介するために
カードを使って整理

単元のゴールを示す
本から詩を選ぶ

視点の提示図書館の詩の本の活用

評価基準の提示



5年 国語「新聞記事を読み比べよう」

≪思考力・判断力・表現力等の育成≫
【読むこと】

・目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどし
て必要な情報を見つけたり、論の進め方について考え
ることができる。
【書くこと】

・目的に応じて、感じたことや考えたことなどから書
くことを選び、集めた情報を分類したり関係付けたり
して、伝えたいことを明確にすることができる。

≪言語活動の設定≫
新聞記事の作成と書き手の意図の読み取り

「読む」と「書く」
を関連づけた
言語活動



新聞記事を書いて読み比べ
（目的意識）

新聞記事の作成に
図書館資料活用

新聞から読みとった意図（見出し）を
全体交流

コメ作りの資料を集
めているよ

社会のコメ作りを題材
に新聞記事を作成

考えの交流

グループで考える

個人で考える



≪思考力・判断力・表現力等の育成≫
・DIGを通して複数の状況を想定し、集

団下校での安全を守るための避難行動を
根拠をもって考えるとともに、理科や家
庭科で学んだ知識を生かして、家庭や地
域の防災に生かし、発信できる。

≪言語活動の設定≫
私たちの防災しおりを作成

総合
理科
「大地のつくりと変
化」

家庭科
「こんだてを工夫し
て」

総合
「一人ひとりの防
災」

大地のことから
地震などの災害
への知識を学ぶ

栄養素を学び、防
災食から災害時の
献立を考える

一人一人ができることを意識

６年 理科・家庭科・総合「一人ひとりの防災」



理科
「大地のつくりと変
化」

家庭科
「こんだてを工夫し
て」

総合
「一人ひとりの防
災」

６年 理科・家庭科・総合「一人ひとりの防災」



研究授業後



先生方の意識の変化



学校図書館を活用した授業づくり

（年間計画を見える化）

1年

2年

3年



• 各教科で図書資料が活用できる単元を赤字

• 調べ学習の単元を赤太字



パスファインダーの作成

若江小学校のHPからも
見ることができます。



読書活動の取組み ①環境整備

来館者数の把握

毎日開放

司書さん不在
の曜日には図
書委員が活動



読書活動の取組み ①環境整備

来館のきっかけづくり

おりがみ 図鑑を使って
自主学！

お絵かき



読書活動の取組み ①環境整備

テーマごとの配架
教科書の関連本の配架

（学年ごと）
調べ学習
コーナー

シリーズ
の配架



読書活動の取組み ②読書活動の推進

読書ノート

・記録

題名・作者名（どんな本を読んだか）

読み終わった日

おすすめ度

心に残ったこと（読んでどこがどうだったか）

冊数（何冊読んだか）

・目的

自分の読んだ本を振り返ることができる



読書活動の取組み ②読書活動の推進

読書ノートの
はじめに
読書ビンゴ

読書ビンゴ
【新しい本に触れる】



読書活動の取組み ②読書活動の推進

読書ノート表彰



読書活動の取組み ②読書活動の推進

朝読（木曜日）

本

タブレットで
電子図書館の本



読書活動の取組み ②読書活動の推進

朝読で読み聞かせ
（１年生）



読み聞かせ

・教科書の関連本
・季節の本
など

読書活動の取組み 図書の時間 単元の後ろの関連本

教科書の本棚



聞かせ読み
【分量アップ】

東大阪電子図書館の読
み放題パックの活用

読書活動の取組み 図書の時間 みんなで同じ本を見て、
文字を追っている

何回かに分けて、
一冊の本を読む



②読書活動の推進（夏休みの宿題）

ブッククイズを作ろう
【本の内容を読み取る力】



ポップ作り
【本への興味づけ】

②読書活動の推進（図書委員のイベント）読書活動の取組み



②読書活動の推進（図書委員のイベント）読書活動の取組み

本に触れよう
【貸出冊数のアップ】

R6年 R7年



ブッククイズを解こう
【いろいろなジャンルに触れる機会】

読書活動の取組み ②読書活動の推進（図書委員のイベント）

R6年 夏休みの宿題：ブッククイズ作成（全学年）



読書活動の取組み ②読書活動の推進（図書委員のイベント）

R6年 夏休みの宿題：ブッククイズ作成（全学年）

ブッククイズを解こう
【いろいろなジャンルに触れる機会】



ブッククイズを解こう
【いろいろなジャンルに触れる機会】

読書活動の取組み ②読書活動の推進（図書委員のイベント）



②読書活動の推進（図書委員のイベント）

おすすめ本の紹介放送
【本への興味づけ】

読書活動の取組み



②読書活動の推進（図書委員のイベント）読書活動の取組み

ページ数がある本を読もう【読
む分量のアップ】



②読書活動の推進（図書委員のイベント）読書活動の取組み

ページ数がある本を読もう【読
む分量のアップ】



成果と課題



昨年度の成果 （全国学力調査より）

R5年度
R6年度

R7年度国語で
全国平均を上回る！！
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休み時間の来館者数

R6年度 2456人 R7年度 2705人
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貸出冊数 R6年度
6456冊

R7年度
7614冊

R5年度
5376冊
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児童アンケートより

学校図書館での学習や、本
や資料を使って調べること
は楽しいですか。

R6年 R7年

71％ 77％

読書はすきですか R6年 R7年

68％ 79％



今後の課題

・知識・技能の習得

・語彙力の習得

・読まない、読めない子へのアプローチ



ご清聴ありがとうございました


